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村
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員

旭区は、西淀川区や此花区などと違って津波はあまり関係なかった
り、土砂災害も考えられない。東南海地震や上町断層は想定され、ハ
ザードマップでは旭区全体が赤や橙色という状況であるが、どのよう
なものを有事と想定しているのか。

旭区では、津波の想定はほとんどありません。
旭区として力を入れるべきところは上町断層の地震と大雨による大水
位です。大潮、満潮時に台風が来れば海水面が上がり、淀川の水位も
すごく上がりますが、さらに地震がきて堤防に亀裂が入れば区内に水
が入ってくることも想定されます。
川に面している地域ではこれらを想定し、また、地震についても各地
域の住宅事情等に応じた対応を想定した上で、各地域の特徴などを教
えてもらいながら地域の防災訓練を一緒に行っています。
（活力・安全部会にて回答済み）

①
市民協働課

（防災安全）

２
方
委
員

避難行動要支援者や災害時要援護者が誰を指すのかを教えてほしい。

災害発生時に、自力や家族の力では、安全な場所へ避難出来なかった
り、避難所での生活において大きな困難があるなど、周りの人の手助
けや配慮が必要な要援護者のことをいい、高齢者(要介護・認知症な
ど)、障がい者(身体・知的・精神など)、難病患者の方々などを指しま
す。対象となられる方については、本市が持っている行政情報によ
り、ご本人の了解のもと、当該地域に居住しているという情報を民生
委員や連合町会に渡しています。普段は日頃の見守りを行ってもらい
ながら、災害時には災害弱者といわれる方について、すこしでも安全
に避難ができるよう名簿を活用してもらうこととなります。
（活力・安全部会にて一部回答済み）

⑥
市民協働課

（防災安全）

３
方
委
員

避難所における障がい者に関わる課題はどのようなものか。

区役所の防災担当と地域福祉担当、自立支援協議会が、福祉避難所に
関することや通常の避難所での課題出し、解決に向けて協議し、さま
ざまな意見を出し合いながら避難所の設置について検討しています。
（活力・安全部会にて回答済み）

①
市民協働課

（防災安全）

４
方
委
員

防犯・交通安全のところで、子どもたちを巻き込むトラックの事故が
最近ニュースになっていたが、旭区内で危険箇所はあるのか。

当区のガードレール等のない場所については、警察と連携して場所を
確認し、対策を取っていきたいと考えます。
また、大きい交差点だけが必ずしも危険ということではなく、多くの
子どもたちが通る場所や地域の方が登下校時に立っている場所など、
地域の方々にも伺いながら対応していきます。青色防犯パトロールも
日々ルートを改良していますが、特に危険な箇所について今後も対処
していく所存です。
（活力・安全部会にて回答済み）

①
市民協働課

（防災安全）
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５

阪
本
委
員

防犯カメラの予算が少ないと思う。城北運河の遊歩道以外にも私が住
む太子橋ももう少しなんとかならないものか。いたずらに増やすと良
いということではないが、より予算が取れればより一層安心安全のま
ちにしていくことができるのではないかと考える。

防犯カメラのメンテナンスについては、地域の方にご負担をおかけし
ています。カメラを新たに設置するとなると、その後のメンテナンス
のことも地域の方と話し合いをして、費用負担を検討したうえで今後
行っていかないといけないと考えています。
城北川遊歩道では他の場所よりも犯罪が若干多く発生しているため、
警察と協議し重点的にカメラを設置していますが、カメラの性能向上
もふまえ、警察とよく話をしてどのように設置していくべきか考えて
いきたいと考えます。
（活力・安全部会にて回答済み）

④
市民協働課

（防災安全）

６
東
委
員

防災訓練に参加するのはほとんど高齢者であり、無線を使い慣れてい
ない。無線の担当者を決めて、その知識を持ってもらうのが良いので
はないか。
避難時に実際動くのは若い人なので、防災の担い手として中学生に教
育するのは役に立つと思う。

地元にいる若い方々（中学生や小学校高学年児童など）は無線を十分
に使えると考えられます。地域の防災リーダーの力を借りながら、学
校での防災教育の際にトランシーバーや無線機の活用を実践し、多く
の子どもたちが使い方を習得できるようにしていきたいと考えていま
す。
（活力・安全部会にて回答済み）

①
市民協働課

（防災安全）

７

小
林
委
員

①10連合中３連合が作成した地域防災計画は評価できるので、ぜひ他
の連合でも作っていただきたい。
②中学生とともに実施した避難所開設について、非常に良い訓練がで
きたので、他の地域の方も一緒にしたいと考えている。

①災害時には区内でどのようなことが起き得るのか想定していきなが
ら各地区で防災計画が作られるよう取り組んでいきます。
②上記６に同じ
（活力・安全部会にて回答済み）

①
市民協働課

（防災安全）

●その他いただいたご意見について

１

小
林
委
員

今回の会議は、非常に上手にレイアウトがされているほか、Ａ３資料もカラーになって読みやすくなった。
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